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疑

質

表

代

議
案
に
対
す
る
各
会
派
の
代
表
質
疑
の
中
か
ら

主
な
質
疑
と
答
弁
の
要
旨
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 さ

ま
ざ
ま
な
交
通
手
段
の
役
割
分
担
等

に
つ
い
て
調
査
検
討
を
進
め
、
持
続
可

能
な
市
民
の
移
動
手
段
の
確
保
に
取
り

組
む
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
有
効
性

　
と
今
後
の
周
知

○
産
後
ケ
ア
事
業
の
受
け
皿
拡
充
と
課

　
税
世
帯
の
利
用
料
金
の
減
額

○
水
道
管
路
耐
震
化
の
実
施
前
倒
し

○
街
路
樹
の
適
正
管
理
と
主
体
的
対
応
を

　
　
　

　
　
　
宿
泊
税
と
い
う
新
た
な
税
の
導

入
に
当
た
っ
て
は
、
本
市
の
税
収
が
効

果
的
に
正
し
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

市
民
に
示
す
必
要
が
あ
る
。
新
公
会
計

制
度
を
活
用
し
た
評
価
を
実
施
し
、
事

業
の
有
効
性
の
見
え
る
化
推
進
を
。

　
　
　

本
市
で
は
実
施
計
画
や
個
別
の

分
野
別
計
画
に
お
い
て
、
該
当
す
る
事

務
事
業
の
進し

ん
ち
ょ
く
捗
状
況
、
目
標
の
達
成
状

況
等
の
評
価
を
行
っ
て
い
る
が
、
さ
ら

な
る
財
務
状
況
等
の
見
え
る
化
に
向
け

た
手
法
の
検
討
を
深
め
、
事
務
事
業
の

成
果
の
客
観
性
・
透
明
性
を
高
め
た
い
。

      

　
　
　

宮
城
交
通
バ
ス
が
減
便
と
な
る

こ
と
や
、
市
バ
ス
事
業
の
減
収
状
況
か

ら
、
市
内
の
バ
ス
事
業
は
大
変
厳
し
い

状
況
と
認
識
し
て
い
る
。
市
民
の
移
動

手
段
の
確
保
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
の
促
進
や
地
域
交
通
の
さ

ら
な
る
充
実
を
求
め
る
。

　
　
　

地
域
交
通
は
今
年
度
４
地
区
の

試
験
運
行
を
経
て
、
９
地
区
で
運
行
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は

本
年
６
月
か
ら
導
入
さ
れ
た
。
今
後
、

路
線
バ
ス
の
運
転
士
不
足
等
に
よ
り
、

地
域
に
よ
っ
て
は
移
動
手
段
の
確
保
が

困
難
と
な
る
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

カ
年
で
特
別
教
室
の
エ
ア
コ
ン
を
整
備

す
る
が
、
別
室
に
つ
い
て
も
、
実
情
を

勘
案
し
な
が
ら
整
備
の
検
討
を
進
め
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
本
市
の
財
政
見
通
し
と
実
質
公
債
費

　
率
、
次
年
度
予
算
の
展
望

○
危
機
的
な
市
バ
ス
事
業
の
経
営
改
善
を

○
泉
区
役
所
新
庁
舎
発
注
方
法
の
問
題
点

○
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
の
報
酬
改
定

○
市
長
の
今
任
期
最
後
の
予
算
編
成

○
４
病
院
再
編
問
題
の
現
状
認
識

　
　
　
宿
泊
税
条
例
は
賛
否
両
論
の
議

論
が
あ
る
中
、
県
で
は
な
く
本
市
が
本

市
の
観
光
振
興
を
図
る
た
め
上
程
さ
れ

た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
が
、
そ
の
税

収
に
つ
い
て
何
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

使
う
か
使
途
を
示
し
、
市
民
も
事
業
者

も
納
得
の
で
き
る
制
度
と
使
い
道
を
。

　
　
　

　
　
　

宿
泊
税
の
導
入
に
よ
り
、
既
存

の
枠
を
超
え
た
積
極
的
な
事
業
展
開
を

行
う
予
定
。
制
度
の
運
用
に
当
た
っ
て

は
宿
泊
事
業
者
を
含
む
官
民
連
携
の
推

進
体
制
を
構
築
し
、
一
丸
と
な
っ
て
仙
台
、

東
北
の
発
展
を
目
指
す
。
今
後
、
さ
ま
ざ

ま
な
手
法
で
周
知
を
図
り
、
理
解
を
得
な

が
ら
、各
種
の
施
策
を
強
力
に
推
進
す
る
。

　
　
　

　
　

　
　
　

市
立
学
校
に
お
い
て
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
設
置
校
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
学
校

で
も
独
自
に
別
室
を
整
備
し
て
い
る
場
合

も
あ
る
。
こ
の
別
室
に
は
エ
ア
コ
ン
が

な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
、設
置
を
求
め
る
。

　
　
　

　
　
　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
校
以
外
の

学
校
で
は
、
登
校
に
不
安
や
悩
み
を
抱

え
る
児
童
生
徒
に
対
し
、
既
に
エ
ア
コ

ン
が
設
置
さ
れ
た
教
室
等
を
活
用
し
て
、

学
習
や
活
動
の
場
所
と
す
る
な
ど
、
各

学
校
の
実
情
に
応
じ
て
快
適
に
過
ご
せ

る
よ
う
努
め
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
３

県
と
も
合
意
の
上
、
提
案
に
至
っ
た
も
の

で
あ
り
、
条
例
案
の
取
り
下
げ
は
考
え
て

い
な
い
。
今
後
、
制
度
や
本
市
の
観
光
施

策
を
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
に
よ
り
発
信
す
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
物
価
高
に
苦
し
む
市
民
生
活
の
応
援
に

　
豊
か
な
財
政
力
を
も
っ
と
活
用
せ
よ

○
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充

○
学
校
給
食
費
無
償
化
や
給
付
制
奨
学
金

○
敬
老
乗
車
証
の
大
幅
値
上
げ
の
中
止

○
４
病
院
再
編
・
原
発
再
稼
働
の
中
止

　
　
　
本
市
が
公
表
す
る
財
政
見
通
し

は
、
他
都
市
と
比
較
し
て
収
支
差
が
過
大

で
あ
り
、
実
態
と
も
か
け
離
れ
て
い
る
。

市
民
に
財
政
難
を
過
剰
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

の
は
問
題
だ
。
試
算
方
法
を
改
め
る
べ
き
。

      

　
　
　

本
市
の
財
政
見
通
し
は
、
一
定

の
前
提
条
件
に
基
づ
き
、
市
税
等
の
収
入

や
社
会
保
障
関
係
費
等
の
歳
出
を
予
算

ベ
ー
ス
で
試
算
し
て
い
る
。
決
算
ベ
ー
ス

で
の
作
成
は
、
不
確
実
な
収
支
改
善
額
を

見
込
む
こ
と
の
難
し
さ
や
妥
当
性
な
ど
課

題
が
あ
る
。
見
通
し
の
精
度
向
上
を
図
る
。

　
　
　

市
長
が
直
接
市
民
に
説
明
せ
ず
、

声
も
聴
か
ず
に
税
率
や
免
税
点
を
決
め

た
宿
泊
税
は
、
明
確
な
根
拠
が
示
さ
れ

て
い
な
い
。
市
民
や
事
業
者
に
負
担
を

強
い
る
宿
泊
税
の
導
入
は
、
理
解
が
全

く
広
が
っ
て
お
ら
ず
、
撤
回
す
べ
き
。

　
　
　

本
市
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
で
は
な
い

思
い
切
っ
た
観
光
施
策
の
強
化
が
不
可
欠
。

こ
の
た
め
の
財
源
と
し
て
、
で
き
る
限

り
早
期
の
宿
泊
税
導
入
が
必
要
と
考
え
、

条
例
案
を
提
出
し
た
。
交
流
人
口
拡
大

推
進
検
討
会
議
に
お
け
る
議
論
に
加
え
、

宿
泊
事
業
者
の
意
見
を
丁
寧
に
伺
い
な

が
ら
、
制
度
設
計
や
施
策
の
検
討
を
行
い
、

　
　
　
宿
泊
税
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

宿
泊
税
と
い
う
新
た
な
財
源
を
活
用
し
て

目
指
す
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
そ
れ
に
向
け

た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
す
こ
と
が
重
要
。

必
要
性
と
と
も
に
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

　
　
　

観
光
を
基
軸
と
し
た
交
流
人
口

の
拡
大
に
向
け
て
、
中
長
期
的
な
視
野

の
下
、
ま
ち
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
を
持
続
的
に

推
進
し
て
い
く
た
め
の
財
源
と
し
て
宿

泊
税
の
導
入
を
決
断
し
た
。
事
業
者
が

施
策
の
効
果
を
実
感
で
き
、
市
民
も
誇
り

に
思
え
る
観
光
都
市
を
つ
く
っ
て
い
く
。

　
　
　

　
　
　

本
庁
舎
建
替
事
業
や
各
施
設
整

備
事
業
等
の
大
規
模
事
業
が
本
市
の
財

政
に
与
え
る
影
響
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、

乗
り
切
ろ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、
今

後
の
財
政
運
営
を
伺
う
。

　
　
　

　
　
　

建
築
資
材
単
価
や
労
務
単
価
の

上
昇
に
よ
る
施
設
整
備
事
業
の
コ
ス
ト

増
加
と
、
こ
れ
に
対
す
る
財
源
の
確
保

が
課
題
で
あ
り
、
本
市
財
政
に
対
し
て

も
継
続
的
に
影
響
が
及
ぶ
と
認
識
し
て

い
る
。
事
業
費
の
精
査
や
年
度
間
の
平

準
化
を
図
り
つ
つ
、
国
か
ら
の
財
政
支
援

の
活
用
や
民
間
資
金
の
獲
得
等
、
歳
入

歳
出
両
面
に
わ
た
る
各
般
の
方
策
を
講
じ
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
確
立
を
図
る
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
特
徴
的
な

　
取
り
組
み
と
制
定
へ
の
市
長
の
思
い

○
子
ど
も
の
遊
び
の
環
境
の
充
実

○
泉
区
役
所
庁
舎
建
て
替
え

○
ゼ
ビ
オ
ア
リ
ー
ナ
仙
台
の
改
修
後
の

　
周
辺
地
域
と
の
連
携
と
地
域
活
性
化

○
市
バ
ス
事
業
の
運
賃
改
定
実
施
時
期

○
学
校
納
付
金
集
金
ア
プ
リ
の
導
入
方
針

○
仙
台
医
療
圏
４
病
院
再
編
構
想

宿
泊
税
を
導
入
し
た
場
合
の
宿
泊
者
数

の
目
標
値
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
か
ら

の
新
た
な
観
光
戦
略
の
検
討
の
中
で
、

現
行
の
６
５
０
万
人
泊
を
超
え
る
具
体

的
数
値
と
と
も
に
、
宿
泊
税
を
活
用
し

た
具
体
の
取
り
組
み
を
示
す
こ
と
で
、

事
業
者
や
市
民
の
理
解
を
得
て
い
く
。

そ
の
他
の
主
な
質
疑
項
目

○
学
校
給
食
へ
の
地
域
農
産
物
活
用

○
学
校
体
育
館
・
児
童
館
へ
の
空
調
整
備

○
限
界
の
な
い
多
様
性
配
慮
へ
の
負
担

　
　
　
４
病
院
再
編
に
係
る
精
神
医
療

セ
ン
タ
ー
と
東
北
労
災
病
院
合
築
の
県

の
構
想
に
つ
い
て
、
県
か
ら
の
身
体
合

併
症
の
対
応
を
含
め
た
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー
の
移
転
候
補
先
の
提
案
要
請
に
対
し
、

県
の
示
す
案
よ
り
も
市
内
に
適
し
た
候

補
地
が
あ
る
な
ら
ば
県
に
提
案
す
べ
き
。

　
　
　

　
　
　
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
の
包
括
的

ケ
ア
体
制
が
現
在
地
で
構
築
さ
れ
て
き

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
県
が
患
者
や
関
係

者
の
意
見
等
を
把
握
し
、
市
内
適
地
の

有
無
等
も
含
め
在
り
方
の
方
向
性
を
示

す
べ
き
。
移
転
が
地
域
に
与
え
る
影
響

を
把
握
し
、
住
民
が
安
心
し
て
地
域
で

医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
る
よ

う
求
め
て
い
く
。

　
　
　

　
　
　
市
長
は
４
病
院
再
編
で
は
県
に
納

得
で
き
る
説
明
を
求
め
て
い
る
が
、
宿
泊

税
は
宿
泊
事
業
者
の
理
解
を
得
ら
れ
て
お

ら
ず
、
市
は
説
明
責
任
を
果
た
し
た
と
は

言
え
な
い
。
宿
泊
税
を
導
入
し
た
場
合
の

宿
泊
者
数
の
将
来
推
計
を
今
定
例
会
中
に

示
し
、宿
泊
事
業
者
の
不
安
を
払
拭
せ
よ
。

　
　
　
宿
泊
事
業
者
に
対
し
て
は
個
別
訪

問
等
に
よ
り
宿
泊
税
の
必
要
性
や
具
体
の

使
途
、負
担
軽
減
策
等
を
丁
寧
に
説
明
し
、

理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
き
た
。

学校給食に地域農産物を活用する
モデル的取り組みが始まる

答

答 問   

精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
の

　
　

市
内
合
築
先
を
県
に
提
案
せ
よ

問   

今
定
例
会
中
に
宿
泊
税
導
入
後
の

　
　

宿
泊
者
数
の
将
来
推
計
を
示
せ

田村　勝　議員

若林区六郷東部地区の乗合タクシー
「くろしお」 

他
都
市
と
比
較
し
て
過
大
に
不
足
額
を

計
上
す
る
仙
台
市
の
財
政
見
通
し 魅力ある観光コンテンツを創出すべき

（写真は仙台七夕ナイトフェスの様子）

答 問   

問   答

問   答

問   答

答

答 問   

答 問   

答
宿
泊
税
の
使
途
と
説
明

宿
泊
税
導
入
の
必
要
性
と

　
　
　
　
　
　

観
光
振
興
の
方
向
性

過
大
な
数
字
で
財
政
難
を

　
　
　

ア
ピ
ー
ル
す
る
の
を
や
め
よ

新
公
会
計
制
度
を
活
用
し
た

　
　

事
業
評
価
で
透
明
性
の
向
上
を

問   

問   

確
実
に
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
政
運
営

地
域
交
通
の
さ
ら
な
る
充
実
を

独
自
に
別
室
を
設
置
し
て
い
る

　
　
　
　

学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

市
民
に
負
担
を
強
い
る

　
　
　
　
　

宿
泊
税
は
撤
回
す
べ
き

すげの　直子　議員

ごうこ 正太郎 議員 佐藤　幸雄　議員

佐々木　心　議員

せんだい自民せんだい自民
・参政の会・参政の会

日　本日　本
共産党共産党

市民フォーラム市民フォーラム
仙　　　台仙　　　台

公明党公明党

自由民主党自由民主党
自
由
民
主
党

公
明
党
仙
台
市
議
団

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
仙
台

日
本
共
産
党
仙
台
市
議
団

せ
ん
だ
い
自
民
・
参
政
の
会

立
憲
民
主
党
仙
台

仙
台
維
新

維
新
の
会
仙
台
市
議
団

心
豊
か
な
社
会
を
つ
く
る
会

市
民
の
会

自
由
民
主
党
フ
ォ
ー
ラ
ム

採　
　

決　
　

結　
　

果
(12) (９) (９) (６) (６) (４) (３) (２) (１) (１) (１)

令
和
５
年
度
決
算

一般会計歳入歳出[99]
特別会計歳入歳出[99]
・都市改造事業 
・国民健康保険事業
・中央卸売市場事業
・公共用地先行取得事業
・公債管理
・母子父子寡婦福祉資金貸付事業
・新墓園事業
・介護保険事業
・後期高齢者医療事業
企業会計
・下水道事業[100]
・自動車運送事業[101] 
・高速鉄道事業[102]
・水道事業[103]
・ガス事業[104]
・病院事業[105]

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

補
正
予
算
案

一般会計（第２号）[106] ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ × ○ 可決※

条
例
制
定
案

宿泊税条例[107] ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ × ○ 可決

犯罪被害者等支援条例[108] ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条
例
改
正
案

市税条例[109]、国民健康保険条例
[110]、都市公園条例[111]

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

そ
の
他
議
案

工事請負契約の締結に関する件[112
～122]、負担付きの寄附の受領に関
する件の一部変更に関する件[123]、
字の区域の変更に関する件[124]、市
道路線の認定に関する件[125]

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

教育委員会の委員の任命に関する件
[126]、固定資産評価審査委員会の委
員の選任に関する件[127]

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

人権擁護委員候補者の推薦に関する
件[128］

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
異議ない

ものと決定

議
員
提
出
議
案

意見書第４号　地方財政の充実・強
化に関する件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

意見書第５号　中国広東省深
しんせん

圳市の
日本人学校における児童死亡事案の
再発防止に向けた真相解明と邦人の
安全確保を求める件

× × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 否決

決議第３号　在中華人民共和国の邦
人及び邦人の子どもの安全確保等を
求める件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

会　派　名

(　)内は所属議員数

議　案

[　]内は議案番号

会 派 別 議 案 賛 否 一 覧 表会 派 別 議 案 賛 否 一 覧 表 ○
一
般
会
計
（
主
な
補
正
項
目
）

・
宿
泊
税
の
導
入
に
向
け
、
円
滑
な
賦
課

　
徴
収
の
た
め
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
の

　
改
修
等
や
宿
泊
施
設
経
営
者
に
対
す

　
る
周
知
広
報
に
要
す
る
経
費
８
１
１

　
４
万
６
千
円
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、

　
債
務
負
担
行
為
を
設
定
す
る
も
の

・
泉
区
役
所
新
庁
舎
等
の
買
い
取
り
に

　
つ
い
て
、
債
務
負
担
行
為
を
設
定
す

　
る
も
の

・
犯
罪
被
害
者
等
が
受
け
た
被
害
の
軽

　
減
お
よ
び
早
期
回
復
を
図
る
た
め
、

　
支
援
金
の
支
給
等
に
要
す
る
経
費
５

　
２
７
万
２
千
円
を
追
加
す
る
も
の

・
県
お
よ
び
県
内
市
町
村
と
共
同
で
産

　
後
ケ
ア
事
業
の
受
け
入
れ
施
設
の
人

　
材
確
保
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
利

　
用
者
の
増
加
見
込
み
に
伴
う
事
業
費

　
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
必
要
な

　
経
費
５
２
９
０
万
７
千
円
を
追
加
す

　
る
も
の

・
宿
泊
税
の
導
入
に
向
け
、
円
滑
な
徴

　
収
開
始
の
た
め
に
宿
泊
者
や
市
民
に

　
対
す
る
制
度
の
周
知
広
報
に
要
す
る

　
経
費
９
２
０
万
６
千
円
を
追
加
す
る

　
も
の

・
屋
内
運
動
場
へ
の
空
調
整
備
に
係
る

　
設
計
に
要
す
る
経
費
１
４
０
８
万
円

　
を
追
加
す
る
も
の

○
宿
泊
税
条
例

　
観
光
資
源
の
魅
力
向
上
、
旅
行
者
の

　
受
け
入
れ
環
境
の
充
実
そ
の
他
の
交

　
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
施
策
に
要
す

　
る
費
用
に
充
て
る
た
め
宿
泊
税
を
課

　
す
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

　
課
税
客
体
、
課
税
標
準
、
税
率
そ
の

　
他
賦
課
徴
収
に
つ
い
て
定
め
る
も
の

○
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

　
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
し
、
基

　
本
理
念
、
市
、
市
民
等
お
よ
び
事
業

　
者
の
責
務
な
ら
び
に
支
援
の
基
本
と

　
な
る
事
項
を
定
め
る
も
の

○
負
担
付
き
の
寄
附
の
受
領
に
関
す
る

　

件
の
一
部
変
更
に
関
す
る
件

　
寄
附
者
で
あ
る
ゼ
ビ
オ
ホ
ー
ル
デ
ィ

　
ン
グ
ス
株
式
会
社
よ
り
、
屋
内
競
技

　
場
施
設
の
指
定
管
理
者
を
同
社
の
子

　
会
社
で
あ
る
ク
ロ
ス
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー

　
ケ
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
と
し
た
い
旨

　
の
申
し
出
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

　
も
の

○
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

　
永な

が
と
み富　
良り
ょ
う
い
ち一　
　
松ま
つ
の野　
大だ
い
じ
ろ
う

二
郎

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員

　

の
選
任

　
小お

だ
じ
ま
田
島　
祥よ
し
ゆ
き之

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
山や

ま
う
ち内　
　
修お
さ
む　

　
武た

け
だ田　
壽ひ
さ
こ子

　
齋さ

い
と
う藤　
弘ひ
ろ
み美　
　
白し
ら
い井　
剛こ
う
じ次

　
鎌か

ま
た田　
ひ
と
み

令
和
６
年
度
補
正
予
算

主
な
議
案
の
紹
介

条　

例　

な　

ど

人　

事

 X（旧 Twitter）アカウント

 Instagram アカウント

ステーション機能を有する全ての部屋に
対してエアコン設置を

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　※提出された修正案については否決されました。

令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
は
、

12
月
６
日
（
金
）
開
会
の
予
定
で
す
。

（億円）
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112

仙台市 相模原市川崎市 北九州市神戸市大阪市

604

812

659

418

５年間の財源不足額

第
４
号　
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に

関
す
る
件

　
可
決
し
た
意
見
書
は
、
国
会
お
よ
び

関
係
行
政
庁
に
提
出
し
ま
し
た
。

第
３
号　
在
中
華
人
民
共
和
国
の
邦
人

及
び
邦
人
の
子
ど
も
の
安
全
確
保
等
を

求
め
る
件

意

見

書
・

決

議

　
本
市
議
会
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
生
中
継
で
は
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
議
会
の
様
子
を
、
録
画
中
継

で
は
令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
以
降
の

会
議
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

意
見
書

決　

議

市議会たより仙台
endai city assemblyendai city assembly

市議会たより仙台
endai city assemblyendai city assembly


